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ILpll 麹菌チ ロ シ ナ
ー

ゼ で 製造 したメラ ニ ン 前駆体 に よ

　る新規染毛料の 開発 （1）
一
酵 素反応を 用 い た メ ラ

　ニ ン 前駆体の 蓄積
一
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【背景 ・目的 】麹 菌の チ ロ シナ ー・ゼ は 清酒醸造分野に お い て．酒粕 中に メ ラ
ニン 色素を生 じ させ る 原 因 酵素 と して 知 られ て い る 。今回我々 は、こ の 麹

菌チ ロ シ ナ
ー

ゼの フ ェ ノール 酸化活性 を利用 して 、有用物質で ある メ ラ ニ

ン 前駆 体の 生産 を試 み た 。
【実験方 法 ・結 果 】チ ロ シ ン 、DOR 气、若 し くはそれ らの 類縁化合物 に 麹 菌

チ ロ シナ
ー

ゼ を作用 さ せ る と、メ ラ ニ ン 色素が 得 られる 。しか し反応条件

を調 整す る こ とで 、メ ラ ニ ン 色素の 未重合物質 で ある メ ラ ニ ン 前駆体 を 得

る こ とが 可 能 とな っ た ，すな わ ち、チロ シ ナ
ーゼ が触 媒する 酸化反 応で ド

ー・
パ ク ロ ム を蓄積さ せ 、そ の後経路 であ る非酵素反応条件 を制御す る こ とで 、
ド
ー

パ ク ロ ム を 5，6．ジ ヒ ドロ キシ イン ド
ー一

ル ある い は 5．6・ジヒ ド ロ キ シ イ

ン ド
ー

ル ー2一カ ル ボ ン 酸 を蓄積 する こ とが可能 に な っ た。
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【背 景・目的 】チ ロ シ ナ
ー

ゼ を 用 い た メ ラ ニ ン 前駆体蓄積反応 は、生成経路

の特性 上 、短時 間 に チ ロ シ ナ ーゼ に よ る酸 化 反 応 を完 結 させ る こ とが 求め

られ る 。そ こで我 々 は 、メ ラ ニ ン 前駆 体製 造 の 工 業化 に 向けた 生 産プ ロ セ

ス の 開発を 検 討し た．併せ て 得 ら れた メラ ニ ン 前 駆体 を安定保存す る研究

も行 っ た ．
【実験方法 ・結 果 1メ ラ ニ ン 前 駆 体を蓄積 させ る手法 と して 、バ ッ チ式反応

と連続 式カ ラ ム反 応 との比 較 を行 っ た u そ の結果、バ ッ チ式反応の 方 が反

応液 の 濃 度 を 高 くす る こ とが で き 、⊥ 業生産方法 とし て は優れ て い た。次

に
一
般 的 な工 業用 通 気攪拌槽 で の利用 を想定 し て 、ジ ャ

ー
フ ァ

ー一メ ン タ
ー

を用 い た プ ロ セ ス 設計を行 っ た．まず チロ シ ナ ーゼの 酵素峻化反応 に よ り

ド
ー

パ ク ロ ム を蓄積 し、そ の 後の 非酵素的反応 に よりに 5，6．ジ ヒ ドロ キ シ

イ ン ドー一ル に 変換 する こ と に よ り、大量の メ ラニ ン 前駆体 を蓄積で きる こ

とが 明 らか とな っ た。また 生 成し た 前駆体 を安定 的に 長期保存 するた めの

検 討 も行 っ た。
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ILp13 麹 菌チ ロ シ ナーゼ で 製造 した メ ラ ニ ン前駆 体 に よ

る新規染毛料 の 開発 （3 ）一メ ラニ ン 前駆 体 を 用 い

た新規染毛料 の 開発一

江波 戸 厚 丁
．1，0小 池 謙造

1，斉藤 芳紀
1，岡田

一
廣

1，
宮武 良和

1，渡 邉 高明
1，東 田 克也

！，秦 洋 二
2

（
1
花 土 吐 ｝c 研，2 月桂冠 ・総研）

【背景 ・目的】本来、ア ジ ア人 の毛髪は 、ユ ーメ ラ ニ ン に よ り黒 色 を呈 して

い る．しか し、老化 に よ り生 じる 白髪で は メ ラ ニ ンが 欠 失 して い る。今回、
臼然界 と 同様 に メ ラ ニ ン に よ っ て 白髪 を簡便に 染 毛 す る技 術 を關 発す るた

めに研究 を行 っ た．
【実験方法 ・結果】天然原料で ある 豆 由 来のD （：）1醜 を麹 由来 チ ロ シナ ーゼ で

処埋 する こ とに よ り、染毛性能 の 高い メ ラ ニ ン 前駆 体 の工 業 レベ ル で の 高

効 率な製造 が 可能 とな っ た。そ の メ ラ ニ ン 前駆 体 （ジ ヒ ド ロ キ シイ ン ドー
ル） を利用 して、酸化 防止剤、添加剤等 を加 え 、処 方 を最 適 化 し、従米 に

な い 簡便 な 1剤式 の 染毛料 を開 発した。さ らに 、毛髪 にお け る染 毛 ・浸 透

部位な ど を解析 し た。
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1Lp14 接合菌か ら の チ ロ シ ナーゼ阻害 物質 の 検索 と そ の

特性評価
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【目的】接合菌は、乳酸な どの 有機酸や レ ン ニ ン な どの 有用 な酵素を 生産で

きる。し か し、生 理活 性物質 の 生産 に 関す る報告 は極め て 少な い 。一方、
美 白化 粧 品 に添 加 され て い る チ ロ シ ナーゼ 阻害 物 質に は、arbutln や

C
｝
．
Stcinc などがあ る。近年で は、莢肌効果だけで は な く 食品 や 化粧品な ど

に 対 して 安全性が求め られて お り、新たな起源を 検索し利用 して い く こ と

が望 まれて い るe そ こ で 本研究 で は、新たな起源と して接合 菌に 着 日し、
チ ロ シ ナ

ーゼ 阻害物質な どを分泌する 株の 検索を 行い 、そ の 特性を 評価 し

た 。
【実験方 法 ・結果1 本研究で は、．−decco’r 属お よび聯 伽 規 麗 σγ属の 82株を 使用

した 。まず．全て の 接合菌の 培養液の 1トか ら チ ロ ン ナ
ーゼ 阻害物質を 分 泌

する 菌株の 検索を 行った 。そ の 結果、M 、〜痂 直撚 ∫舳 褥 の 数 株が チロ シ ナ ーゼ

阻 害物 を 多く分泌する こ とが わ か った 。こ の 培 養液 の モ ノ フ ェノ ラ ー一ゼ活
性 は コ ン トロ

ール 189s に 対 して 1620s と阻害能力が 非常に 高 く．ジ フ ェノ

ラーゼ 活 性で は 、チ ロ シ ナ ーゼ 活性 を 2L8 ％ 阻害する こ とがわか った．そ

こで 、培養液 を回収 し各種精製を行い 精製物を得た。得 られた精製物の ジ

フ ェノ ラーゼ活 性に 対する 阻害定数 k
’
、を調 べ た と こ ろ 〔｝．35gi’L で あ ト，、’

ll−〔，王〔，x に 匹敵する ほ ど 高い 阻害 能力が ある こ とがわ か った．さ らに 、初 漉 θ

で そ の 阻 害機構 に つ い て 検討する た め 、マ ウス 由来 Bl6 メラ ノ ーマ 細胞 を

用 い た メ ラ ニ ン 合成抑制試 験お よび 細胞毒 性試験 を行った結垠、メ ラ ニ ン

の 合成 を 1（，mg ／L の 濃度で 3隈 抑制 する こ とが で き、細 胞に 刔 して の毒性

は 認め られ な か っ た。さ ら に 、コ ラ ゲナ
ーゼ活性 で は、若 干の 阻害効果が

認 め られ た 。
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